
荒木山への道
荒木山西塚古墳発掘調査の全記録

西の明日香村コンソーシアム



１．本書は、岡山県真
ま

庭
にわ

市上
かみ

水
みず

田
た

にある荒木山西塚古墳の発掘調査に関する活動記録集である。
２．「西の明日香村コンソーシアム」は、真庭市北

ほく

房
ぼう

地域における文化遺産の調査、研究および保存
活用等に関する取り組みを行うことで「西の明日香村づくり」を推進することを目的に、真庭
市北房振興局、真庭市教育委員会、同志社大学文化遺産情報科学調査研究センターおよび北房
文化遺産保存会が協議・調整を図りながら連携した活動を行うために設置された組織である。

３．本書の編集作業は、真庭市北房振興局 嶋田有一郎、真庭市教育委員会 新谷俊典、同志社大学
　　津村宏臣、北房文化遺産保存会 畦田正博および平城元が担当した。
４．年号については、元号表記を原則とし、多くの場合（　）内に西暦を併記した。
５．本書に係る活動履歴の一覧を「資料編」資料1に示す。
６．文中のCKSCHは、同志社大学文化遺産情報科学調査研究センターの略称である。
 ７．北房文化遺産保存会（旧荒木山の古墳を顕彰する会）の年度は、１月１日〜12月31日である。
８．文中における真庭市および真庭市教育委員会職員は、当時の役職名とした。
９．文中の著書名については『　』内に示す。
10．寄稿文等において「保存会員」とは、北房文化遺産保存会員を指す。また、保存会員で（　）

内に示す在住市町名がない場合は、真庭市の北房地域在住者である。
11．資料編に掲載の資料には抜粋資料を含む。

例言



岡山県真庭市北房地域

岡山県真庭市
（濃緑部分は上水田を含む北房地域）



北
ほく

房
ぼう

地域には、「大
おお

谷
や

・定
さだ

古墳群」をはじめとする250基以上も
の古墳が存在しています。この豊かな文化遺産を生かし、旧北房
町時代から「西の明日香村構想」を掲げ、古代遺跡をまちづくり
へと結びつける取り組みが行われてきました。
　今回、荒木山西塚古墳の発掘調査が実現した背景には、北房文
化遺産保存会の皆さんを中心とした地元の熱意ある取り組み、そ
して、同志社大学文化遺産情報科学調査研究センター長である津
村宏臣准教授にご尽力いただきながら開催した「真庭市歴史郷育
講座」の存在があります。これらが結びつき、地元住民の皆さん
のご理解とご協力も得ながら、荒木山西塚古墳の調査が始まりま
した。地域の想いに行政が共鳴し、発掘へとつながったことは、大きな意義を持つものです。
　また、この発掘は市民参加型で行われ、専門家だけでなく地域の皆さんと共に汗を流しながら歴
史の謎に迫る、貴重な学びの場ともなりました。この経験は、その後の小中学校と同志社大学との
協働による「郷

きょういく

育※」の取り組みに結びつき、地域の子どもたちが自らの住む土地の魅力について学び、
考え、そして誇りを育む重要な土台となっています。
　文化遺産は、地域に住む人々が主体的に関わり、その価値を見出し、活用してこそ、はじめて未
来を支える力となります。「北房地域振興計画」にも掲げられたロマンと郷愁にあふれる「西の明日
香村づくり」は、まさに地域の皆さん一人ひとりの思いと行動によって形づくられていくものであり、
一朝一夕に成し遂げられるものではありませんが、地域を愛し、その魅力を最大限に引き出そうと
する姿勢こそが、将来の北房を支える確かな礎であると信じています。
　今後も、地域の皆さんが手を取り合い、地域の力を高めていく取り組みが一層広がっていくこと
を期待しています。大切な地域資源である文化遺産を未来永劫連綿と紡ぐこの歩みが、さらなる活
力と誇りになることを心から願っています。

序文

真庭市長

※真庭市教育大綱にうたわれている言葉で、「ふるさとを知り、ふるさとへの思いを育てる」こと。 身近にある豊
かな自然と、それに由来する文化、歴史、産業などに興味をもち、知ることを出発点とし、真庭市の自然や風土
の中での体験や経験を通じて、ふるさとに対する愛情と誇りを育てる取り組み。



　本日は、日本の考古学、地方史といった文化分野の発展にとって記念すべき日です。ここ10年来、
世界的に考古学の、特に遺跡を取り巻く状況が大きく変化しています。2018年、京都で世界考古学
会議が開催されました。これを一つの契機として、遺跡は誰のものか、歴史はどうやって誰が作っ
ていくのかということが、考古学の世界でも深く議論されるようになってきました。
　それと軌を一にするかのように、考古学の専門家以外の様々な人たちが、古墳に価値を見出し、
アート、アミューズメント等で古墳の多様な価値を多様なやり方で引き出していくという動きが出
てきています。つまり、古墳は専門家だけのものではなく、私たちみんなのものであるということが、
社会の様々な人々によって意識され、多様な人々によって多様な方法で、未来に向けて文化財を守っ
ていくのだという動きが活発になってきているのです。
　今回の「荒木山西塚古墳」の取り組みは、地元市民が古墳の解明や価値の抽出に主体的に関わっ
ていこうという試みです。約70年前には同じ岡山県北部の、「月の輪古墳」を近藤義郎先生たちが主
導されて発掘しました。当時、市民の手に歴史を取り戻すという一つの大きなムーブメントが起こっ
ていた時の市民による運動、調査が、奇しくも同じ吉備の北部で行われるということに、不思議な
符合のようなものを感じます。70年後の真庭市で、先端的取り組みがこれからスタートするというこ
とは偶然ではなく、岡山県北部の伝統的市民文化というものが関わっているのだと思います。
　この度の試みに対して大いに期待する者として、ひと言ご挨拶させていただきました。

発刊によせて

松木武彦
荒木山西塚古墳発掘調査ワーキンググループ

第1回会議（令和４年８月29日開催）開会のあいさつより

　国立歴史民俗博物館・総合研究大学院大学教授の松木武彦先生に
おかれましては、令和 ６ 年（2024年）９ 月21日にご逝去されました。
　令和 ４ 年 2 月に北房で開催した「西の明日香村歴史講演会」での
講演のため来訪いただいた際、市民参画の発掘調査の意義を感じ、
プロジェクトへのご協力を快諾いただきました。そして、荒木山西
塚古墳発掘調査に際して、専門家で構成されるワーキンググループ
の座長として発掘調査を学術的に導いていただくとともに、常に温
かい眼差しで私たちを見守ってくださいました。
　松木先生のご冥福を心からお祈りするとともに、遺跡と市民との
関わりに寄せた松木先生の思いを大切に受け継ぎ、今後も北房での
取り組みを続けてまいります。
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　本書は、岡山県真
ま

庭
にわ

市にある荒木山西塚古墳の発掘調査、およびその前後の文化遺産保護・活用に携
わった多くの人たちが、汗と涙の軌跡を様々な立場から執筆したものをまとめた10年間の活動記録集で
す。地域住民、学校、行政そして大学が連携し、「官民学」が一体となっての取り組みは、協働の象徴
ともいえる活動でした。現場では、専門家だけでなく、市民の皆さんや地域の子どもたちが共に土を掘
り、記録し、古代の息吹を感じながら発掘作業を進めました。その姿は、この地域の文化遺産を未来へ
つないでいきたいという強い願いの表れであり、貴重な学びの場でもありました。
　本書には取り組みの過程で得られた資料や記録、報道記事、そして多くの写真を掲載しました。前例
がないが故の私たちの試行錯誤の活動が、文化遺産保護や活用を目指している皆さまに少しでも役立ち、
さらに今後の取り組みの参考になればと願っています。また、文化資源を活かしたまちづくりに取り組
む人びとにとって、新たな地域振興のヒントや励ましになれば、これほど嬉しいことはありません。
　文化遺産は、地域のアイデンティティであり、未来への贈り物でもあります。しかし、それらを守り
活かすためには、日々の積み重ねと不断の努力が欠かせません。私たち自身も、今なお試行錯誤を続け
ながら、文化遺産の価値を次世代へ継承するために奮闘しています。本書が、その歩みの一端を伝える
ものとなり、さらなる活動の広がりへとつながることを願っています。
　ここで、本書の構成を簡単に示しておきます。
　第 １ 章は、荒木山西塚古墳がある真庭市北

ほく

房
ぼう

地域に「荒木山の古墳を顕彰する会」（現「北房文化遺
産保存会」）が誕生した平成28年（2016年）から、発掘調査が決定する契機となった「市長と話そう！」
が開催された令和 ２年（2020年）までの経緯です。
　この期間、真庭市教育委員会は、同志社大学津村准教授の協力を得て、文化財の保存・活用の担い手
育成を目的とした北房公民館講座、「まに大附属ふるさと研究所」を開設します。「地域をいかに学び、
いかに創造するか」を考え、演習した足かけ ４年にわたる講座でした。この講座の開設中に行われたの
が、太田市長と「荒木山の古墳を顕彰する会」の意見交換会、「市長と話そう！」でした。
　第 ２章は、第 １次発掘調査が始まる令和 ４年11月26日までの活動です。真庭市教育委員会・同志社大学、
真庭市北房振興局、そして北房文化遺産保存会は、当初、それぞれの立場で検討を行っていました。その後、
真庭市教育委員会から、保存会の役割案を含めた発掘調査の全体像が徐々に提示され始めます。そして、

「官民学」全体を包括する組織体としての「西の明日香村コンソーシアム」に収
しゅうれん

斂していきました。
　そこからは、コンソーシアム連携会議で密度の高い議論が重ねられ、第 １次発掘調査に辿り着きます。
　第 ３ 章は、ついに始まった発掘調査ですが、大きく ３つの期間に分けられます。第 １次発掘調査、第
１ 次発掘調査終了後から第 ２次発掘調査が始まるまでの約11か月、そして第 ２次発掘調査です。
　この章には、北房文化遺産保存会員をはじめ、一般参加者、サポーター、真庭市職員、その他の参加
者から、荒木山で見たこと、経験したこと、感じたことを多数寄稿いただいています。また、真庭市立
北房小学校・中学校の発掘作業参加および北房の魅力発信をテーマとした、同志社大学による「郷

きょういく

育」
実践もこの期間に行われました。
　最終章の第 ４章では、発掘作業が終了して以降、北房文化遺産保存会が「西の明日香村づくり」に向
けて本格的なスタートを切った ２年間の活動、「西の明日香村コンソーシアム」の取り組み、そして同
志社大学の北房小学校・中学校での新たな郷育実践活動を紹介します。
　最後に、本書のキーワードの一つとなる「西の明日香村」について説明をしておきます。奈良県の明
日香村といえば、６世紀末から ７世紀にかけての飛鳥時代に、中央集権律令国家体制の礎

いしずえ

が築かれた「日

まえがき



本のはじまりの地」とされ、棚田や里山といった豊かな自然が広がる中に、有名な高松塚古墳や石舞台
古墳などがある地域です。７世紀は古墳時代の終末期にあたりますが、それまでの巨大な前方後円墳は
造られなくなり、身分に応じて墳墓の規模なども制限されていきます。墳形は方墳や円墳あるいは八角
墳となり、規模も縮小化し薄葬化が進みます。
　そうした時期に、北房地域で築造されたのが吉備で最も卓越した、破格の内容を持つとされる ６基の
終末期古墳、「大

おお

谷
や

・定
さだ

古墳群」（国指定史跡）です。昭和63年（1988年）から大谷 １号墳の発掘調査が
始まると、この古墳が、大王（天皇）陵などごく一部の限られた人物しか築けなかったとされる、明日
香村の岩屋山古墳の石室をモデルにしていること、同じく明日香村にある天武・持統天皇陵に比定され
る八角墳の野

のぐちのおうの

口王墓
はか

と同じ ５段築成の方墳であるといった特徴が明らかになっていきます。また、ほぼ
完形の金銅装双竜環頭大刀、類例のない鏟形の金銅製品といった傑出した副葬品も出土します。こうし
て、大谷 １号墳は畿内中枢と密接に結びついた古墳であり、築造時期から被葬者は、天武天皇がその死
を悲しみ、諸王二位を贈ったと日本書紀に記される、吉

きびのおおみこともちいしかわのおおきみ

備大宰石川王とする説も唱えられます。さらに、
その後の定古墳群の発掘調査から、中・四国を視野に入れても例がない、７世紀の首長墓系列が存在し
ていたことが判明します。被葬者は、６世紀半

なか

ば頃から吉備支配を進めた蘇我氏と強い結びつきを持っ
ていた人物が想定されました。こうしたことから、当時、大谷 １号墳発掘調査の事務局長（北房町教育
委員会）でもあった久松秀雄氏（現北房文化遺産保存会名誉顧問・初代会長）は、明日香村同様、のど
かな里山風景を持つ北房を、「西の明日香村」と呼び始めます。その後、平成 ９年（1997年）には、「北房
町西の明日香村整備構想」まで企画されましたが、残念ながら立ち消えになったという経緯があります。
� 【嶋田有一郎・平城　元】
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